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１
９
６
６
年
「
丙

午
（
ひ
の
う
え
う

ま
）」
に
生
ま
れ

た
。「
丙
午
」
生

ま
れ
の
女
性
は
気

性
が
荒
く
、
厄
災

を
も
た
ら
す
と
い

う
迷
信
で
、
こ
の
年
、
産
み
控

え
が
起
こ
り
、
出
生
数
が
前

年
よ
り
46
万
人
減
少
し
た
。
非

科
学
的
な
迷
信
を
信
じ
た
と
い

う
よ
り
、
世
間
体
を
気
に
し
た

り
、
同
調
圧
力
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
▼
先
日
、
２
０
２
２

年
の
出
生
数
が
80
万
人
を
切
っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
と

な
っ
た
。
若
い
世
代
か
ら
仕
事

や
賃
金
の
話
を
聞
く
に
つ
け
、

少
子
化
は
い
た
し
か
た
な
い
と

感
じ
て
し
ま
う
。
長
く
社
会
に

関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
申
し

訳
な
く
思
う
▼
「
丙
午
」
生
ま

れ
も
今
年
57
歳
だ
。
そ
う
、
３

年
後
の
２
０
２
６
年
に
は
干
支

が
一
回
り
し
て
、ま
た
「
丙
午
」

が
巡
っ
て
く
る
。
Ａ
Ｉ
だ
Ｄ
Ｘ

だ
と
い
う
時
代
に
、
よ
も
や
迷

信
で
産
み
控
え
が
起
こ
る
と
は

思
え
な
い
が
、
社
会
の
同
調
圧

力
は
当
時
と
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。「
丙

午
」
迷
信
が
、
少
子
化
に
拍
車

を
か
け
ま
せ
ん
よ
う
に
。

３月31日　県会・神戸市会議員選挙告示日

４月９日　県会・神戸市会議員選挙即日開票

当面の日程

根性のすえどころ

吉 田 ノ ボ

春闘勝利に向け団結ガンバロウ

●①

●②

●③

●④

●⑤

●⑥

●⑦

　

中
央
委
員
会
で
は
、
現
業
・

公
企
闘
争
総
括
を
小
原
王
之
副

委
員
長
が
提
起
し
「
産
別
闘
争

の
役
割
・
課
題
を
明
確
に
し
、

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
結
集

し
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
よ

う
」
と
述
べ
た
。

　

確
定
闘
争
・
一
時
金
闘
争
中

間
総
括
は
戎
剛
副
委
員
長
が
提

起
。「
最
重
要
課
題
で
あ
る『
組

合
員
の
賃
金
の
維
持
・
改
善
』

の
た
め
更
な
る
結
集
を
」
と
訴

え
た
。

　

23
春
闘
方
針
で
は
尾
西
亮
太

郎
書
記
長
が
春
闘
は
「
１
年
の

た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
」
と

位
置
づ
け
①
積
極
的
な
賃
金
改

善
②
賃
金
労
働
条
件
に
つ
い
て

十
分
な
労
使
交
渉
・
協
議
③
会

計
年
度
の
処
遇
改
善
④
中
途
採

用
者
の
賃
金
改
善
⑤
積
極
的
な

人
員
確
保
の
５
つ
の
課
題
を
柱

に
取
り
組
み
を
提
起
し
た
。
特

に
春
闘
期
に
は
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
声
を
集
め
、
現
場
に
則

し
た
要
求
や
統
一
要
求
を
提
出

し
、
回
答
の
獲
得
の
た
め
、
当

局
に
迫
ろ
う
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
当
面
の
闘
争
方
針
も
尾

西
書
記
長
が
提
起
。
新
規
採
用

者
の
取
り
組
み
強
化
で
は
「
１

人
3
回
」
の
声
か
け
の
推
進
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化

と
勤
勉
手
当
の
支
給
、
雇
止
め

阻
止
の
取
り
組
み
強
化
。
今
年

度
か
ら
始
ま
る
定
年
延
長
で
は
、

賃
金
７
割
問
題
や
加
齢
困
難
職

種
の
課
題
や
条
例
定
数
を
含
む

定
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続

き
追
求
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。

　

県
本
部
は
第
２
０
３
回
中
央
委
員
会
を
２
月
10
日
に
神
戸
市

内
で
開
催
し
２
０
２
３
春
闘
方
針
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
議

案
を
審
議
し
た
。
７
人
の
中
央
委
員
か
ら
政
治
闘
争
や
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、単
組
強
化
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

報
告
・
議
案
に
対
す
る
発
言

で
は
、
国
保
労
組
の
麻
生
中
央

委
員（
写
真
①
）か
ら
「
定
年
延

長
の
課
題
で
県
と
は
異
な
る
部

分
で
国
保
労
組
独
自
の
３
点
に

つ
い
て
前
進
し
た
」
と
課
題
前

進
の
報
告
が
あ
っ
た
。
太
子
町

職
の
竹
中
中
央
委
員（
写
真
②
）

は
「
昨
年
11
月
の
町
長
選
挙

で
、
推
薦
首
長
が
勝
利
。
町
長

交
代
に
よ
り
初
任
給
引
き
上
げ

や
７
級
制
導
入
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
課
題
が
大
き
く
前
進

し
た
」
と
各
町
職
単
組
に
も
波

及
す
る
取
り
組
み
報
告
。
宝
塚

市
職
労
の
酒
井
中
央
委
員（
写

真
③
）か
ら
「
労
働
運
動
の
継

承
の
必
要
性
と
４
月
の
選
挙
で

は
組
織
内
候
補
の
支
援
の
お
願

い
」
で
組
織
強
化
の
課
題
が
述

べ
ら
れ
た
。
佐
用
ひ
ま
わ
り
労

組
の
木
南
中
央
委
員（
写
真
④
）

か
ら
は
「
会
計
年
度
任
用
職
員

に
勤
勉
手
当
が
な
い
た
め
、
確

定
闘
争
で
は
悔
し
い
思
い
を
し

た
。
な
ぜ
正
規
と
同
等
で
は
な

い
の
か
。
支
給
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
る
」
と
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
課
題
に
つ

い
て
の
決
意
。
伊
丹
指
労
の
川

口
中
央
委
員（
写
真
⑤
）か
ら
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用

止
め
通
告
が
あ
っ
た
。
組
合
員

を
守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
、

ど
う
た
た
か
え
ば
良
い
の
か
」

と
今
後
の
取
り
組
み
強
化
に
つ

い
て
。
加
西
市
職
の
上
月
中
央

委
員（
写
真
⑥
）か
ら
は
「
５
月

に
加
西
市
長
・
市
議
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
。
組
織
内
推
薦
候
補

を
勝
利
さ
せ
る
た
め
、
各
単
組

へ
の
支
援
要
請
」、
公
共
ユ
ニ
オ

ン
の
谷
中
央
委
員（
写
真
⑦
）か

ら
は
「
公
共
ユ
ニ
オ
ン
で
介
護

部
会
を
立
ち
上
げ
た
。
介
護
の

労
働
実
態
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
低
賃
金・
人
員
不
足
。

問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
介

護
業
界
を
変
え
て
行
く
取
り
組

み
が
必
要
」
と
介
護
現
場
の
厳

し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

中
央
委
員
会
の
最
後
に
山
下

忠
之
委
員
長
は
「
今
回
の
そ
れ

ぞ
れ
の
発
言
は
一
歩
前
に
出
る

発
言
だ
っ
た
」
と
結
び
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
え
た
。

　

県
本
部
２
０
２
３
春
闘
討
論

集
会
を
２
月
11
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
開
催
し
た
。

　

集
会
は
自
治
労
本
部
の
伊
藤

功
書
記
長
よ
り
「
職
場
か
ら
の

23
春
闘
・
政
治
闘
争
と
組
織
強

化
」と
題
し
て
講
演
を
受
け
た
。

　

伊
藤
書
記
長
は
「
数
は
力
。

一
人
で
も
多
く
の
組
合
が
春
闘

に
結
集
す
る
こ
と
が
重
要
。
単

組
で
の
賃
金
水
準
・
賃
金
実
態

を
把
握
し
、
生
活
給
と
し
て
の

賃
金
闘
争
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、「
慢
性
的

な
人
員
不
足
か
ら
脱
却
し
、
長

時
間
労
働
是
正
、
年
休
取
得
で

き
る
職
場
環
境
を
取
り
戻
し
、

誰
も
が
生
き
い
き
と
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
そ

う
」
と
し
た
。
ま
た
、
政
治
課

題
に
つ
い
て
は
「
改
憲
・
軍
拡

路
線
に
突
き
進
む
岸
田
内
閣
へ

終
止
符
を
打
つ
た
め
に
も
野
党

共
闘
の
再
構
築
が
必
要
。
統
一

自
治
体
選
挙
に
勝
利
し
よ
う

と
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
梅
垣
耕
平
副
委
員

長
か
ら
自
身
の
経
験
を
も
と
に

自
治
労
共
済
に
つ
い
て
説
明
。

「
組
合
の
先
輩
が
も
っ
と
早
く

自
治
労
共
済
を
進
め
て
欲
し

か
っ
た
。
安
心・
安
全
の
た
め
に

も
組
合
員
へ
自
治
労
共
済
を
推

進
し
て
ほ
し
い
」
と
説
明
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
①
定
時
に
帰
る

た
め
の
人
員
確
保
闘
争
②
賃
金

闘
争
で
の
到
達
目
標
確
認
③
振

替
休
日
の
運
用
は
大
丈
夫
か
の

３
つ
の
分
科
会
で
議
論
を
行
っ

た
。（
分
科
会
報
告
は
後
日
掲
載
）

久しぶりに会場は満席に

県本部中央委員会

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
要
求
に

一
歩
前
に
出
た
議
論
で
課
題
解
決
に
活
か
す

県本部春闘討論集会

数は力、春闘に結集を
人員不足から脱却し働きやすい職場づくり
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県
当
局
に
対
し
、
衛
生
医
療

評
議
会
は
２
月
8
日（
写
真
①
）

に
、
ま
た
、
青
年
部
と
女
性
部

は
合
同
で
２
月
15
日（
写
真
②
）

に
春
闘
期
の
交
渉
を
行
っ
た
。

　

衛
生
医
療
評
議
会
は
、
昨
年

12
月
に
提
出
し
た
要
求
書
の
重

点
項
目
に
絞
り
交
渉
を
実
施
。

　

防
疫
等
作
業
従
事
手
当
に

関
し
て
、
既
に
手
当
引
き
下
げ

の
提
案
を
示
さ
れ
た
病
院
も
あ

り
、
県
の
考
え
を
確
認
。「
国
か

ら
の
引
き
下
げ
提
案
は
ま
だ
通

知
も
な
い
が
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
各
団
体
で
丁
寧
な

説
明
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
見

解
が
示
さ
れ
、
県
立
病
院
だ
け

で
な
く
、
市
町
に
も
必
要
で
あ

れ
ば
、
残
し
て
い
く
方
向
で
助

言
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
に

係
る
財
政
支
援
の
要
望
を
県
と

し
て
国
に
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

　

保
健
所
や
衛
生
研
究
所
の
体

制
強
化
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

３
年
度
地
方
財
政
計
画
に
示
さ

れ
る
保
健
師
、
地
方
衛
生
研
究

所
職
員
の
増
員
方
針
に
対
し
て

「
県
で
は
様
々
な
手
段
を
使
っ

て
円
滑
に
業
務
が
ま
わ
る
よ
う

人
員
を
確
保
し
、
人
材
育
成
が

で
き
る
よ
う
計
画
し
提
案
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
方
向
性
を

確
認
し
た
。

　

ま
た
、
但
馬
地
域
の
人
材
確

保
に
つ
い
て
、
学
校
進
学
後
地

元
医
療
機
関
に
就
職
し
な
い
実

情
を
訴
え
、
異
次
元
の
対
策
を

要
請
。
県
か
ら
は
「
地
方
の
魅

力
で
人
口
を
増
や
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
、
ど
う
す
る
べ
き
か

考
え
て
い
く
。
切
実
な
声
と
し

て
受
け
止
め
、
反
映
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
確
認
。
そ
の

他
、
36
協
定
を
遵
守
し
た
労
働

時
間
管
理
や
統
合
再
編
の
課
題

に
つ
い
て
、
更
な
る
指
導
、
助

言
を
要
請
し
た
。

　

青
年
部
・
女
性
部
で
は
地
域

別
交
流
会
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
集
め
た
職
場
実
態
や

不
満
な
ど
、
各
市
町
で
働
く
青

年
女
性
層
の
声
を
要
請
書
に
集

約
し
訴
え
た
。

　

交
渉
の
冒
頭
に
県
本
部
か
ら

同
席
し
た
戎
剛
副
委
員
長
は

「
各
自
治
体
で
将
来
希
望
を
持

ち
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
が
、
人
員
不
足
で
苦

労
し
て
い
る
。
青
年
女
性
の
声

を
集
め
、
申
し
入
れ
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
現
場
の
声
を
聞

き
各
市
町
へ
の
助
言
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
村
龍
乃
介
青
年
部
長
か
ら

は
「
人
員
の
問
題
に
つ
い
て
、

適
正
な
人
員
配
置
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
の
問

い
に
県
は
「
必
要
な
業
務
量
に

対
し
て
の
人
員
」
と
答
え
、「
必

要
な
人
員
と
は
定
時
に
帰
れ
る

状
況
な
の
か
」
問
い
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、県
は
「
同
じ
認
識
だ
」

と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
常
任
委
員
か
ら

は
「
労
働
時
間
の
適
正
化
」
に

つ
い
て
、
い
ま
だ
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
や
朝
礼
が
時
間
外

に
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
を
訴

え
た
。

　

藤
原
潤
子
女
性
部
長
は
「
生

理
休
暇
が
取
れ
な
い
の
は
、
人

員
不
足
が
原
因
の
ひ
と
つ
。
現

状
で
は
使
え
な
い
制
度
」と
し
、

県
は
「
制
度
を
活
用
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
現
場
ま
で
伝

わ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

最
後
に
「
県
か
ら
の
指
導
・

助
言
は
交
渉
で
要
求
し
て
い
く

上
で
大
き
な
武
器
と
な
る
」
と

し
、
具
体
的
な
指
導
を
要
請
し

交
渉
を
終
え
た
。

●②

●①

　

県
本
部
現
業
評
議
会
は
、
２

月
４
日
、
あ
す
て
っ
ぷ
神
戸
に

お
い
て
、
現
業
闘
争
２
０
２
３

交
流
集
会
を
開
催
し
た
。
開
会

に
あ
た
り
大
原
猛
議
長
は
、「
本

日
の
集
会
で
は
前
半
に
講
演
を

い
た
だ
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

し
て
は
、
現
業
職
場
の
合
理
化

が
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
後
半
で
は
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
も
い
た

だ
き
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

る
が
、現
場
の
課
題
を
共
有
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。続
い
て
北
池
宏
光
現
業
・

公
企
部
長
よ
り
基
調
提
起
を
行

い
、
松
本
賀
仁
事
務
局
長
よ
り

２
０
２
２
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
の
総
括
を
提
案
し
、
全
体
で

確
認
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
自
治
労
本

部
吉
村
秀
則
現
業
局
長
よ
り
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
」
と
し

て
、
職
場
で
起
こ
り
う
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
事
例
を
交
え
な
が

ら
講
演
を
受
け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
必
要
な
労
働
環
境
の

改
善
や
、
事
業
主
の
義
務
の
履

行
を
当
局
に
求
め
る
こ
と
は
労

働
組
合
の
役
割
で
あ
り
、
職
場

実
態
に
応
じ
た
防
止
対
策
の
必

要
性
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

休
憩
を
挟
み
、
県
職
労
、
神

戸
市
従
、
川
西
市
職
労
、
加
東

市
労
連
、豊
岡
病
院
労
組
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
の
報
告
を

受
け
た
後
、
現
業
賃
金
、
労
働

安
全
衛
生
、
闘
争
サ
イ
ク
ル
、

の
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

討
論
を
行
っ
た
。

吉村局長より講演を受けた

神戸市会・西区
かじ幸 夫

神戸市会・北区
伊藤めぐみ

神戸市会・中央区
よこはた和幸

県
会
・
神
崎
郡

上
野　

英
一

県
会
・
垂
水
区

黒
田
か
ず
み

県
会
・
川
西
川
辺
郡

北
上
あ
き
ひ
と

県
会
・
宝
塚
市

橋
本
な
る
と
し

県本部組織内予定候補者

選挙闘争に勝利しよう
前半戦の県会・神戸市議選は４月９日投票

専門部による
対県交渉を実施

定
時
に
帰
れ
る
人
員
配
置
を
求
め
る
青年部
女性部

更
な
る
財
政
支
援
と
人
財
確
保
を
要
請
衛生医療

現業交流会

課
題
解
決
に
向
け
議
論
深
め
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
必
要
性
を
学
ぶ


